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0. はじめに 
タイ語1 には 6 つの方向動詞があり、それらはほかの動詞に後続することで様々な意
味・機能を持つとされている。卒業論文では①pay「行く」、maa「来る」がどのような種
類の動詞と共起する際にアスペクト用法として用いられるのか、②ʔɔ̀ɔk「出る」、khâw「入
る」および khʉ̂n「上がる」、loŋ「下がる」が否定辞を伴った場合の構造・意味の違いつい
て調査・考察を行った。本稿では卒業論文の中から、pay/maa がもつアスペクト用法を中
心に取り上げる。なお、以下例文番号・日本語訳・グロス・下線・囲み線は筆者によるも
のである。 
 
1. 先行研究 
1.1. 田中(2002) 
田中 (2002)は方向動詞を「空間・時間の方向や程度を表す補助動詞」(田中 2002: 89)と
している。田中 (2002)が挙げている pay/maa の意味を以下にまとめる。 
 
・空間、時間の離反、接近［シテ行ク／来ル］・・・(1) 
pay/maa  ・偶然や過失［シテシマウ］・・・(2) 
・本動詞［シニ行ク／来ル］・・・(3) 
(1) dəən  càak  bâan  pay  thʉ̌ŋ  rooŋrian 
歩く  から  家   行く  まで  学校   「家から学校まで歩いていく」  (田中 2002: 89
                                                        
1 タイで共通語として使用される標準タイ語であり、タイではほぼ全国で通用する。1984年当時の話者数
は約 5000万人である。タイ語は、接辞を伴うことのない孤立語である。(三谷 1992: 529-545 を要約)。 
タイ語は〈主語＋述語動詞＋目的語＋補語〉を基本語順とし、〈被修飾＋修飾〉、〈名詞＋修辞＋数詞＋類
別詞＋指示詞〉の語順で修飾する文構造である。動詞には文法範疇としてのテンスはなく、文脈状況や時
間副詞などによって時制が示される(田中 2002を要約)。 
本稿におけるタイ語表記は冨田編 (1997)にならい、以下のとおりである。 
子音: ก=k, ข=kh, ค=kh, ฆ=kh, ง=ŋ, จ=c, ฉ=ch, ช=ch, ซ=s, ฌ=ch, ญ=y, ฎ=d, ฏ=t, ฐ=th, ฑ=th, ฒ=th, ณ=n, ด=d, ต=t, 
ถ=th, ท=th, ธ=th, น=n, บ=b, ป=p, ผ=ph, ฝ=f, พ=ph, ฟ=f, ภ=ph, ม=m, ย=y, ร=r, ล=l, ว=w, ศ=s, ษ=s, ส=s, ห=h, 
อ=ʔ, ฮ=h 
母音: i, e, ɛ, a, ɔ, o, u, ʉ, ə, ii, ee, ɛɛ, aa, ɔɔ, oo, uu, ʉʉ, ia, ua, ʉa, ay, aw, am  
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(2) tham   ŋən  hǎay  pay 
CAUS   お金  失う  行く  「お金をなくしてしまった」         (田中 2002: 90) 
 
(3) pay  sʉ́ʉ  burìi 
行く  買う  タバコ  「タバコを買いに行く」             (田中 2002: 90) 
 
田中 (2002)では、方向動詞 maaを使ったアスペクトを表す例文も取り上げていた。 
(4) tham  ŋaan  maa  sǎam pii lɛ́ɛw 
する  仕事  来る  3   年  PRF  「3年間働いてきた」       (田中 2002: 88) 
 
1.2. 中山(2006) 
中山 (2006)によると、「してくる」「していく」がもつ用法の違いに直接的に関与してい
る条件は「Vシテ」の部分の動詞である。中山 (2006)は、「してくる」「していく」と共起
し、アスペクト用法をもつ動詞を以下の 5つに分類している。なお、アスペクト用法を表
す動詞は何れかに属すが、属す動詞全てがアスペクト用法を持つというわけではない。 
 
・移動動詞: 進展過程を表すかどうかには動詞の限界性の関係 
・出現動詞: 全て限界動詞で、出現の具体的な方法・様態に言及 
・消滅動詞: 終止形で用いられて具体的なものの消滅を表す 
・変化動詞: 時間的な幅を持ってとらえられる 
・一時的状態動詞: 以前の状態から一時的に動詞の状態に移行する 
 
タイ語の pay/maa は、中山 (2006)がいう「していく」「してくる」に相当すると筆者は
考える。 
 
1.3. 先行研究のまとめと問題 
田中 (2002)では pay/maa に関して、方向動詞が持つ意味・機能を、例を見ながらまとめ
られた。中山 (2006)を参考に、日本語の「してくる」「していく」が持つアスペクト用法
について要約を行ったことで、アスペクト用法かどうかを決めるのは、共起する動詞の性
質が重要であることが確認できた。 
タイ語において、方向動詞はほかの動詞と共起した際に多くの用法を持つ。しかし、上
に挙げた(4)のようなアスペクト用法であるとされている例も見受けられたことから、方向
動詞が担う意味・機能は、共起する動詞の性質によって判断することが可能ではないかと
筆者は考える。これは、中山 (2006)による記述からもうかがえることである。したがって、
本稿では、pay/maa に関して、どのような種類の動詞と共起する際に、アスペクト用法と
して用いられるのかを確認する。 
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2. 調査方法 
調査には、チュラロンコン大学言語学部によるタイ語書き言葉コーパス“Thai 
Concordance”を使用する。ここには本、新聞、社説、定期刊行物、公式文書、1997 年憲
法、民事法・商業法、古語、インタビュー、オンラインニュースより約 77,000,000 語のテ
キストが収録されており、検索する際にはジャンル、地域が指定できる。短編小説ジャン
ルにはウェブサイト Siam Storyおよびタイ語小説 sǐi phɛɛ̀n din から 2002年 5 月 14に収集
したデータ 797,900語が収録されている。文脈が分かるように該当する方向動詞の前後 100
字を表示するように設定し、500例ずつ無作為に抽出した。その後、手作業で V1+pay/maa
となっている例を収集し、抽出した動詞を、Boonyapatipark (1983)による指標を参考にして
分類を行った。 
 
3. 調査結果と考察 
3.1. payの結果 
2節で挙げたコーパスで無作為に抽出した payが動詞に後続した例は 236例あり、その
うち異なり語数は 114語であった。114語を 1例ずつ見ていき、用法ごとに分類を行った。
その結果を以下に表で示す。 
 
表 1: payが共起した動詞の用法 
 アスペクト 移動 程度2 その他 合計 
1類: 性質、特徴を表す動詞 10 3 7 4 24 
2類: 不活性の知覚動詞3 1 1 0 0 2 
3類: 所有、存在を表わす動詞 0 1 0 2 3 
4類: 不動の知覚動詞 1 1 0 0 2 
5類: 感覚を表わす動詞 0 1 0 2 3 
6類: 感情・態度を表わす動詞 6 0 0 0 6 
7類: 非完了の動作動詞 19 20 0 0 39 
8類: 完了の動作動詞 4 1 0 0 5 
9類: 到達を示す動作動詞 17 0 0 0 17 
10類: 瞬間的行動を示す動詞 0 5 0 0 5 
11類: 有生物主語をとる動詞 0 2 0 2 4 
12類: 両方になりうる動詞 0 1 0 1 2 
13類: 無生物主語をとる動詞 0 1 0 1 2 
合計 58 37 7 12 114 
 
                                                        
2
 表中の「程度用法」とは、程度が著しい様を表し、「V1過ぎる」という意味を表す。 
3
 2類:不活性の知覚、態度(原語では inert cognition/attitude)より心理的・感情的感覚を表わす動詞類のこと
である。例は、上記のほか、嫌う、信じる、尊敬する、好むなどがある。 
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まず初めに、payが 6 類および 9 類の動詞と共起した場合には、アスペクト用法のみが
用いられることが分かった。以下に例を挙げる。 
 
6 類: 感情、態度を表わす動詞 
(5) braasia  thǎam  tuaeeŋ  n ŋ  pay  lɔ̀ɔn  patis et  mʉ̌an kooh k  phʉ̂an 
PSN   尋ねる  自身   黙る  行く  彼女  否定する 同じ  嘘を吐く 友達 
「ブラーシア自身に黙り続けるかと尋ねた。彼女は友達にうそをつくのと同様に否定した」 
 
9 類: 到達を示す動作動詞 
(6) sǐi  nǎa m y  khɔ̂y  phɔɔcay khɔ̌ɔɔŋ  satrii  sǎaw  y y  pl an   pay  y m 
色  顔  NEG  あまり 満足   ～の   女性  娘   大きい 変わる  行く  微笑む 
「大きい彼女のあまり満足したようではなかった顔色が変わり、(後略)」 
 
(5)の例は、「黙る」という動作主ブラーシアの態度が続くことを表している、継続アス
ペクトである。感情や態度を表す動詞に payが続くことで、その感情・態度が継続するこ
とを意味することになる。 
(6)の例は、目的語である彼女の顔色が変化したことを意味する完了用法である。過ぎる、
変わる、終わるなど、到達を意味する動詞と payが共起した場合は、結果完了アスペクト
として用いられることが多い。 
7類に分類される動詞は、最も頻繁に使われる類の動詞のため、収集できた用例数も最
も多かった。7類の動詞と共起した場合には、移動用法とアスペクト用法がほぼ半数ずつ
出現した。 
 
7 類: 非完了の動作動詞 
(7) tɔɔnrɛ̂ɛk  khunp a  c ap  b n    phʉmpham  pay  ʔ k  sɔ̌ɔŋ  sǎam kham 
最初    お婆さん  ～まで 不平を言う  呟く     行く  さらに 2   3   語 
「当初、お婆さんはもう二言三言文句を言うところだった。」 
 
(7)の例は、動詞の後ろに続く「さらに二言三言」という副詞句が、pay が共起した「呟
く」という動詞と関連することで、呟きが続くという意味を実現しているため、継続アス
ペクトを意味している。非完了の動詞類に関して言えば、動詞句と修飾関係にある時を表
す副詞が共起したことで、アスペクト用法として用いられる場合が多かったことも着目す
べき点である。 
1類の動詞と payが共起した場合も、半数以上がアスペクト用法として用いられている。 
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1 類: 性質、特徴を表す状態動詞 
(8) m y  mii  sǐaŋ  tɔ̀ɔp   nɔ̂ɔ   a   sǐaŋ ʔʉʉʔɔɔ  nay lamkhɔɔ lɛ́ɛw  ŋ ap  pay 
NEG  ある  声   答える  以外    声  嗚咽   中  喉    PRF  静かだ 行く 
「嗚咽以外に答える声は無くなり、静かになった。」 
 
(8)の例は、泣いていた弟が静かな状態になったという変化を表している。 
pay がアスペクト用法として用いられる場合には、実際に人・物の移動を表す動詞では
なく、感覚的・知覚的な動詞と共起することが多いことが見て取れた。また、これらの動
詞は「(V1しようとしたわけではないが)結果として V1になった」という、不随意動作的な
意味合いが強いことも明らかになった。 
 
3.2. maaの結果 
payと同様にコーパスで maaの用例を検出した結果、有効な例は 487例あった。maaが
同紙に後続した 132例に注目すると、異なり語数では 68語であった。68語をそれぞれ 1
例ずつ見ていき、用法ごとに分類を行った。その結果を以下の表 5で示す。 
 
表 2: maaが共起した動詞の用法 
 アスペクト 移動 その他 合計 
1類: 性質、特徴を表す動詞 7 1 4 12 
2類: 不活性の知覚動詞 1 0 0 1 
3類: 所有、存在を表わす動詞 1 0 0 1 
4類: 不動の知覚動詞 1 0 0 1 
5類: 感覚を表わす動詞 2 0 0 2 
6類: 感情・態度を表わす動詞 0 0 0 0 
7類: 非完了の動作動詞 15 16 0 31 
8類: 完了の動作動詞 3 2 1 6 
9類: 到達を示す動作動詞 5 2 0 7 
10類: 瞬間的行動を示す動詞 0 2 0 2 
11類: 有生物主語をとる動詞 0 2 0 2 
12類: 両方になりうる動詞 0 1 1 2 
13類: 無生物主語をとる動詞 0 0 1 1 
合計 35 26 7 68 
 
まず、動詞分類表の 1類から 6類にあたる状態動詞と共起した場合の maaは、アスペク
ト用法として用いられることが、圧倒的に多いということが分かった。以下に例を挙げる。 
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1 類: 性質特徴表す状態動詞 
(9) tɛ̀ɛ   m ul i  h kcay  lɛ́ɛw  ciŋciŋ… lɔ̀ɔn  nɔɔn  som  maa  c t wan… 
しかし  PSN   抑え   PRF  本当に  彼女  寝る  重体な 来る  7  日 
「しかし、ムーリーは本当に抑えていた…彼女は 7日間寝込んでいた…」 
 
5 類: 感覚を表わす動詞 
(10) sǐi  n a khun   lin  coŋ       m y  sabǎay  maa  lǎay   wan… 
色  面  ～さん  PSN  しなければならない  NEG  心地よい 来る  いくつも 日 
「リンさんの表情は何日間も優れないままだ…」 
 
(9)の例は、maaの直前におかれた動詞 somは、その前の「寝る」という動詞との結びつ
きが強く、重体で寝込んだ状態にあるということにまず注目する。さらに、7 日間という
具体的な時間が付随し、「寝込んでいた」という継続アスペクトを表している。 
(10)の例も同様に、maa の直前にある動詞は、その前に置かれた否定辞 m y と強く結び
ついている。さらに maaの直後に「何日も」と時の流れを示唆する語があり、「体調がす
ぐれない状態が何日間も続いていること」を表している。 
 
2 類: 不活性の知覚動詞 
(11) lâw  sânsân  taam  thîi  rúu  maa   càak   rpph.  lɛ́ɛw  tàtbòt 
語る  短く   従う  REL  知る  くる   ～から  警備員  PRF  中断する 
「警備員から、知っていることについて短く語り中断した。」 
 
4 類: 不動の知覚動詞 
(12) braasia  pay  tòklùm  rák   khray dâyyin  maa  bɛ̀ɛpníi  
PSN   行く  落ちる  愛する  誰か  聞く   来る  このように  
「「ブラーシアは恋に落ちた」と誰かがこのように聞いた。」 
 
(11)の例は、主動詞である「語る」の目的語を修飾する形で出現している。冨田 (1997)
で maa は過去から現在に関する記述とあったように、ここでも、「昔から知っている」こ
ととして継続アスペクトとして用いられている。 
(12)の例では、「(過去に話された話を)誰かが聞いた」という過去の出来事を表していて、
maaの用法としては完了アスペクトであるといえる。 
次に、maa が 7 類の動詞と共起した場合を見ると、pay と同様に、移動用法とアスペク
ト用法がほぼ半数ずつ出現した。今回の調査では、maa が 7 類に分類される動詞と共起し
ている例の出現頻度が最も高く、15例あった。以下に例を挙げて詳しく見る。 
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7 類: 非完了の動作動詞 
(13) mʉ̂a   phaakhwǎn  khayǎaykhwaam  maa  thʉ̌ŋ   tɔɔnn i 
～の時  PSN     説明する     来る  ～まで  今  
「パークワンが今まで説明してくると(後略)」 
 
これは、説明するという動詞と maaの後に置かれた「今まで」という語によって継続ア
スペクトとして解釈できる。もし「*説明しに来た」と移動を表す訳にするならば、
maa+khayǎaykhwaamという語順にしなければならないため、(13)の語順では「*説明しに来
た」とは解釈することは出来ない。 
以上の例から、状態動詞、非完了の動作動詞、完了の動作動詞、到達を示す動作動詞の
いずれかと共起した maa が、アスペクト用法として用いられる場合には、V1＋maaの前後
に、具体的な時間を示す語や、動作の前後関係などがわかるような「時にまつわる副詞ま
たは修飾語」が添えられる傾向があることが分かった。 
 
4. まとめ 
pay/maaに関しては、タイ語書き言葉コーパス『Thai Concordance』の小説ジャンルから
用例を収集した。さらに、pay/maa が動詞に後続した場合に着目し、その動詞を
Boonyapatipark (1983)の指標にしたがって分類を行った。今回の調査では、pay/maa が共起
することでどのような意味・機能になるのかを確認することができた。そこから、pay/maa
がアスペクト用法として用いられる場合には、実際に身体的な移動を表す動詞ではなく、
感覚的・知覚的な動詞と共起することが多いことが見て取れた。1 類に属する動詞が
pay/maa と共起した場合には、圧倒的にアスペクト用法になる頻度が高いことが明らかに
なった。 
さらに、6類および 9 類の動詞が payと共起した場合、payが意味するのはアスペクト用
法のみで、本来の移動の意味が薄れていることも知ることができた。pay が動作動詞と共
起した場合には「(V1しようとしたわけではないが)結果として V1になった」という、不随
意動作的な意味が表出することもあった。また、maa がアスペクト用法として用いられる
場合には、V1＋maa の前後に、具体的な時間を示す語や、動作の前後関係などがわかるよ
うな「時にまつわる副詞または修飾語」が添えられている傾向があることが分かった。 
 
5. おわりに 
卒業論文では、pay/maa が後続した単語の頻度を確認し、共起した動詞一覧を挙げた。
さらに、移動用法・程度用法・その他の用法のそれぞれについて考察を行い、pay と共起
した 1類の動詞のみが程度用法をとりうることや、10類にあたる動詞が pay/maa と共起し
た場合には、移動用法としてのみ用いられることが分かった。 
また、方向動詞を含んだ動詞連続構文が否定辞を伴った場合に関しても、構造・意味の
観点から調査を行い、共起する動詞が状態動詞か動作動詞かによって訳し方が変わるとい
う傾向を知ることができた 
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今回の調査では、タイ語書き言葉コーパス『Thai Concordance』の小説ジャンルから方向
動詞が動詞と共起した用例を集めたが、今後はより多くの用例を集めて考察を行うことが
必要である。また、今回は取り上げなかったが V+N+方向動詞の語順をとっている用例に
関しても調査を行ってみたい。 
 
略語一覧 
CAUS causative 使役  POT potential 可能 
CLF classifier 類別詞  PRF perfect 完了 
NEG negative 否定  PSN personal name 個人名 
NMLZ nominalizer 名詞化  REL relative 関係詞 
PASS passive 受動態     
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